
令和５年度

９月補正予算案

与謝野町





伸率 R4.9補正後
千円 千円 千円 ％

12,135,201 74,255 12,209,456 2.9 11,861,734

下水道特別会計 1,580,600 584 1,581,184 ▲ 3.7 1,641,825

介護保険
特別会計
（事業勘定）

2,888,457 24,094 2,912,551 0.4 2,902,290

後期高齢者医療
特別会計

366,600 4,018 370,618 ▲ 0.3 371,858

財産区特別会計 218,958 ▲ 122,329 96,629 ▲ 34.8 148,203

特別会計合計 5,054,615 ▲ 93,633 4,960,982 0.9 4,915,973

公営企
業会計

水道事業会計 1,203,499 9,501 1,213,000 ▲ 20.9 1,534,363

18,393,315 ▲ 9,877 18,383,438 0.4 18,312,070

【９月補正予算（案）の概要】

令和５年度与謝野町９月補正予算（案）の概要

対前年度比

合計

※水道事業会計の予算額は収益的支出と資本的支出の合計

◆一般会計

　物価高騰対策として、令和５年度１号補正予算で令和４年度支給対象者に積極給付を
実施した子育て世帯生活支援特別給付金について、令和５年度に新たに対象となる方に
も積極支給を実施するほか、新型コロナウイルスワクチン個別接種促進事業の実施、
キッズステーションの拡充、有機物供給施設の修繕工事、災害復旧工事などの経費を計
上するもの。

◆特別会計等

　前年度事業実績による国府支出金の精算（介護特会）、施設の修繕や更新工事（水道
事業、下水道特会）等を行うもの。

会　　計 補正前予算額 補正予算額 補正後予算額

一般会計

特別
会計
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【歳　入】 （単位：千円）

補正前額 今回補正額 補正後額 説明

1 町税 1,845,846 1,845,846

2 地方譲与税 76,101 76,101

3 利子割交付金 817 817

4 配当割交付金 19,730 19,730

5
株式等譲渡所得割交
付金

12,902 12,902

6 法人事業税交付金 48,239 48,239

7 地方消費税交付金 509,285 509,285

8 環境性能割交付金 11,108 11,108

9 地方特例交付金 10,342 1,534 11,876 交付決定による増額

10 地方交付税 5,600,000 ▲ 10,659 5,589,341 交付決定による減額

11
交通安全対策特別交
付金

1,388 1,388

12 分担金及び負担金 48,869 48,869

13 使用料及び手数料 275,950 275,950

14 国庫支出金 1,094,509 21,590 1,116,099

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 3,912   
子育て世帯生活支援特別給付事業費補助金 4,000
出産・子育て応援交付金　4,168
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金 4,164
道路改良事業費補助金 2,871　など  

15 府支出金 754,157 1,234 755,391
出産・子育て応援交付金 637
不妊治療給付事業助成費補助金 200　など

16 財産収入 12,693 12,693

17 寄附金 50,163 50,163

18 繰入金 743,362 20,460 763,822
財政調整基金繰入金 19,000
地域振興基金繰入金 760
地域福祉振興基金繰入金 700

19 繰越金 5,000 21,271 26,271 前年度繰越金

20 諸収入 238,540 14,728 253,268
後期高齢者医療療養給付費負担金精算金 10,484
丹後地区土地開発公社精算金 4,244

21 地方債 776,200 4,097 780,297
道路整備事業債 3,500
臨時財政対策債 597

12,135,201 74,255 12,209,456

令和５年度一般会計歳入歳出補正予算【９月補正：第３号】

款

合計
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【歳　出】 （単位：千円）

補正前額 今回補正額 補正後額 説明

1 議会費 113,774 113,774

2 総務費 1,203,039 5,973 1,209,012

人事管理事業1,650
例規関係業務2,074
交通安全対策事950
与謝野町加悦庁舎等管理事業813　など

3 民生費 3,598,143 17,191 3,615,334
子育て世帯生活支援特別給付金事業4,021
キッズステーション事業1,464
令和４年度国庫補助金等の事業完了に伴う返還金8,504　など

4 衛生費 1,117,662 23,043 1,140,705
予防接種事業4,164、令和４年度国庫補助金等の事業完了に伴う返
還金16,987、生活排水等処理対策事業1,682、　など

5 労働費 15,128 15,128

6 農林水産業費 416,599 6,200 422,799 有機物供給施設管理運営事業

7 商工費 515,948 515,948

8 土木費 1,381,811 4,615 1,386,426 道路新設改良事業7,000、道路維持管理事業▲2,785　など

9 消防費 652,990 652,990

10 教育費 1,335,305 2,962 1,338,267 学校給食センター管理運営事業2,950　など

11 災害復旧費 1,706 12,488 14,194 農地災害復旧事業、道路橋りょう災害復旧事業　など

12 公債費 1,628,987 1,628,987

13 諸支出金 142,764 2,100 144,864 総合庁舎建設基金積立金

14 予備費 11,345 ▲ 317 11,028

12,135,201 74,255 12,209,456

款

合計
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（単位：千円）

担当課 予算事業名 事業概要
R5.9

要求額
R5現計
予算額

補正後額
予算概要
資料番号

総務課 人事管理事業
令和６年度からの会計年度任用職員への勤勉
手当支給開始に伴う制度整備を実施

1,650 6,947 8,597

総務課 自衛官募集事業 自衛官募集のための看板を作成 30 30 60

総務課 例規関係業務
押印見直し、機構改革、個人情報保護等の例
規整備に伴う例規整備委託料の増額

2,074 2,704 4,778

会計課 会計管理業務
公金収納データ作成サービス受信システムラ
イセンス購入を実施

105 14,311 14,416

総務課
与謝野町加悦庁舎
等管理事業

空調の故障による緊急修繕を実施 813 19,670 20,483

総務課
有線テレビ番組制
作事業

有線テレビ番組発信力強化のため番組制作の
一部委託を実施

91 12,177 12,268 ①

総務課 交通安全対策事業
交通安全対策のため町内16箇所のカーブミ
ラー修繕を追加で実施

950 6,772 7,722 ②

企画財
政課

地域内公共交通確
保維持事業

自動車借上料の増額、予約型乗合交通運行事
業補助金の減額等

0 18,965 18,965

住民税
務課

税務総務費一般経
費

消耗品購入のための増額 149 1,209 1,358

住民税
務課

個人番号業務 パソコンリース料の増額 40 8,714 8,754

住民税
務課

人権啓発事業
多様性を尊重し合う共生社会づくりのため、
検討委員会を設置

75 1,421 1,496 ③

福祉課
社会福祉総務費一
般経費

会計年度任用職員報酬等の増額 1,336 898 2,234

福祉課 敬老事業 長寿者祝品の増額、消耗品費の減額等 0 3,243 3,243

福祉課
介護保険特別会計
繰出金

介護保険特別会計繰出金（事業勘定）の増額 1,072 431,380 432,452

子育て
応援課

子育て世代包括支
援センター事業

不妊治療給付事業助成金等の増額 517 44,717 45,234

子育て
応援課

子育て世帯生活支
援特別給付金事業

物価高騰対策
子育て世帯生活支援特別給付金を拡充して積
極給付を実施

4,021 6,819 10,840 ④

子育て
応援課

認定こども園管理
運営事業

のだがわこども園冷凍冷蔵庫等の修繕の実
施、委託料の減額

▲ 96 221,858 221,762

子育て
応援課

保育所管理運営事
業

山田保育所の空調設備の故障による取替の実
施

298 63,401 63,699

令和５年度与謝野町一般会計９月補正予算（案）主要事業の概要
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担当課 予算事業名 事業概要
R5.9

要求額
R5現計
予算額

補正後額
予算概要
資料番号

子育て
応援課

キッズステーショ
ン事業

キッズステーションの実施箇所の増による拡
充

1,464 2,673 4,137 ⑤

保健課 予防接種事業
新型コロナウイルスワクチン個別接種促進事
業の実施

4,164 106,274 110,438 ⑥

保健課 予防費一般経費 公用車修繕の実施 210 1,534 1,744

上下水
道課

生活排水等処理対
策事業

浄化槽設置整備事業補助金等の増額 1,682 6,373 8,055

農林環
境課

有機物供給施設管
理運営事業

設備の劣化による有機物供給施設設備修繕工
事の実施

6,200 39,223 45,423 ⑦

農林環
境課

リフレかやの里管
理運営事業

光熱水費の増額、修繕料の減額等 0 11,500 11,500

建設課
建設発生土処分場
管理事業

豪雨災害による浚渫等で発生する残土処分を
実施

2,000 5,000 7,000

建設課 道路維持管理事業 道路維持工事の減額 ▲ 2,785 55,627 52,842

建設課 道路新設改良事業 通学路等整備工事費の増額 7,000 48,578 55,578

建設課 除雪対策事業 小型除雪機整備費の減額 ▲ 1,600 54,843 53,243

学校教
育課

中学校管理運営事
業

コピー機リース料の減額 ▲ 208 56,843 56,635

社会教
育課

古墳公園管理運営
事業

枯れ木の倒木を防止するため伐採を実施 220 8,924 9,144

給食セ
ンター

学校給食センター
管理運営事業

故障による空調設備等の修繕を実施 2,950 130,495 133,445

農林環
境課

農地災害復旧事業 838 1,257 2,095

農林環
境課

林業用施設災害復
旧事業

500 0 500

建設課
道路橋りょう災害
復旧事業

5,950 0 5,950

建設課 河川災害復旧事業 5,200 0 5,200

25,562

総合庁舎建設基金への積立 2,100 512 2,612

▲ 317 11,345 11,028

74,255 -

令和４年度国庫補助金等の事
業完了に伴う返還金

基金積立金費

予備費

補正額合計

６月、７月に発生した豪雨被害による災害復
旧工事等を実施 ⑧
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(単位：千円)

区分 新規
予算書
ページ

15-16 担当課 総務課 補正予算要求額

91
国　費

府　費

分野 （分野7）住民が主人公となるまち その他

基本政策 （基本施策4）見える、聞こえる、言えるまちづくり 起　債

分野 一　財 91
基本政策 補正後予算額 12,268

予算 款 総務課 項 総務管理費 目 有線テレビ管理費

R3 決算 R4 決算 R5 当初予算 R5 現計予算

7,503 8,899 8,791 12,177

中事業名 有線テレビ番組制作・放送事業

① 令和５年度９月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

有線テレビ番組の発信力強化
（有線テレビ番組制作事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

 機構改革により総務課秘書広報係が新設されたことに伴い、広報広聴戦略に定める
「町広報媒体の発信力の向上」及び更なる戦略の推進体制の強化を図るもの

補正予算で
追加する理由

 速やかな会計年度職員の確保が厳しい現状を踏まえ、新たなYoutube配信動画制作及
びCATV番組制作を担える業者に対して業務委託を行うため、現計予算の組替えを行う
もの

本事業の実施により期
待される効果・成果

　自主制作番組の質の向上及び制作番組の定期的なYoutube配信の実現

事業内容

●番組制作等業務委託（総額：411.2万円）
　①７月から９月までのスポット対応　必要見込額　 92.3万円
　②１０月以降の番組制作等　　　　　必要見込額 318.9万円

●業務委託経費への組替え（総額：△412.3万円）
　(1)会計年度任用職員報酬　△263.8万円
　(2)職員手当　　　　　　　　△59.5万円
　(3)共済費　　　　　　　　　△89万円

●業者選定委員会経費（②の業務選定、委員人選は未定：6.2万円）
　(1)外部委員報償　　3,000円×2人×2回（R6年度業者選定分含む）
　(2)外部委員旅費　　(5,150円×2(往復)+2,200円)×2人×2回（京都市内で算出）

●その他　補正経費（宮津天橋高校野球部の試合実績による増額要求：4万円）
　取材に係る旅費、交通費等4万円
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(単位：千円)

区分 拡充
予算書
ページ

15-16 担当課 総務課
防災危機管理対策室

補正予算要求額

950
国　費

府　費

分野 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち その他

基本政策 （基本施策2）安心・安全に暮らせる地域づくり 起　債

分野 一　財 950
基本政策 補正後予算額 7,722

予算 款 総務費 項 総務管理費 目 交通安全対策費

R3 決算 R4 決算 R5 当初予算 R5 現計予算

6,383 6,746 6,734 6,772

中事業名 交通安全対策事業

② 令和５年度９月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

カーブミラー安全対策の加速化
（交通安全対策事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

 令和4年度に岩屋地内のカーブミラーが腐食により倒壊する事案が発生し、事故には
繋がらなかったものの非常に危険な事案で、これを受け議会でも一般質問があり、全
てのカーブミラーの点検と修繕計画に基づく修繕の実施について答弁を行った。過去
には業者により数年かけて全てのカーブミラーの点検を実施したが、老朽化が進んで
いるものもあると予想され、再度の点検が必要と判断したが、数が多いため各区によ
り点検を依頼し、実施していただいた。業者及び区の点検の結果、「破損等の恐れあ
り」との判断されたものについて担当課で確認を行い、その中で優先して修繕が必要
と判断したものから修繕を進めるよう計画を作成し、順次修繕を進めている。

補正予算で
追加する理由

　修繕計画では、令和5年度に6本、6年度に10本を修繕予定としているが、全て危険な
状態であり、また緊急的に対応が必要となる事案が複数発生していることから、修繕
計画に上げている個所の修繕を前倒し実施できるように予算確保し、事故の事前防止
を図りたい。

本事業の実施により期
待される効果・成果

　町民の交通安全の確保。
　岩屋の倒壊以降も、他地区内で倒壊や鏡面が落下する事案があり、事故には繋がら
なかったが、現在危険と認識している（修繕を計画している）箇所も、通行中の車両
や通学路での児童への被害の可能性があるため、優先して修繕を行うことにより事故
を未然に防ぐ

事業内容

　町内の交通安全施設の設置や修繕等の実施。
　主にカーブミラーの修繕で、老朽化により使用不可、確認困難となったものについ
て修繕を実施する。
令和5年度については、計画に基づき順次修繕を実施。接触や天候の影響等により破損
し緊急的な対応が必要となった箇所は優先して実施を予定。
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(単位：千円)

区分 拡充
予算書
ページ

17-18 担当課 住民税務課 補正予算要求額

75
国　費

府　費

分野 （分野7）住民が主人公となるまち その他

基本政策 （基本施策2）みんなが互いに認め合う風土づくり 起　債

分野 一　財 75
基本政策 補正後予算額 1,496

予算 款 民生費 項 社会福祉費 目 社会福祉総務費

R3 決算 R4 決算 R5 当初予算 R5 現計予算

940 605 1,421 1,421

中事業名 人権啓発事業

③ 令和５年度９月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

与謝野町多様性を尊重し合う共生社会づくり検討委員会
の設置
（人権啓発事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

 重点施策である社会的弱者対策として、すべての人が互いの多様性を尊重し認め合
い、地域社会で安心して暮らすことができる社会の実現に向けた取組みを検討するた
め「与謝野町多様性を尊重し合う共生社会づくり検討委員会」設置を計画した。

補正予算で
追加する理由

　まず現状把握のための町民アンケートを令和５年９月に実施予定の中、同検討委員
会の設置が必要と判断し、同アンケート内容も同検討委員会で精査・分析を行うこと
が望ましいと判断した。

本事業の実施により期
待される効果・成果

  多様性を尊重し合いながら、地域社会で安心して暮らすことができる社会の実現に
向け、外部委員の客観的な意見を取り入れた取組みを実践することにより、年齢、性
別等、国籍、障害の有無等にかかわらず、誰もが心身共に健やかで、個々の能力を発
揮し活躍できるとともに、これまで以上に人が人を大切にする町づくりにつなげるこ
とができる。

事業内容

　全ての人が年齢、性別等、国籍、障害の有無等にかかわらず、互いの多様性を尊重
し、認め合うことで、地域社会で安心して暮らすことができる社会の実現に向けた取
組みを図るもので、今回、「与謝野町多様性を尊重し合う共生社会づくり検討委員
会」を設置し、町民アンケートの内容の精査、結果分析、パートナーシップ制度の調
査・研究を行い、基本的な考え方や取組みについて検討する。

〇令和５年度はアンケートの実施と結果分析のため１～２回を実施
〇委員会の委員は学識経験者、関係団体の代表等、福祉課・社会教育課課長
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(単位：千円)

区分 拡充
予算書
ページ

19-20 担当課 子育て応援課 補正予算要求額

4,021
国　費 4,019 子育て世帯生活支援特別給付金給付事

業費補助金・事務費補助金

府　費 0

分野 （分野4）つながりで笑顔を未来につむぐまち その他 0
基本政策 （基本施策2）親子の笑顔の暮らしを応援 起　債 0

分野 一　財 2
基本政策 補正後予算額 10,840

予算 款 03　民生費 項 02　児童福祉費 目 01　児童福祉総務費

R3 決算 R4 決算 R5 当初予算 R5 現計予算

8,535 5,779 0 6,819

中事業名 子育て世帯生活支援特別給付金事業

④ 令和５年度９月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

子育て世帯生活支援特別給付金の拡充
（子育て世帯生活支援特別給付金事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

　子育て世帯生活支援特別給付金は、国が臨時的に創設した低所得の子育て世帯に対す
る特別給付金で、国の要請に応じ早急に支給するため、当年度4月の第1号補正予算に計
上し、令和4年度の同給付金事業対象者に積極支給したが、令和5年度分町民税非課税の
児童手当等受給者も市町の判断で積極支給可能という国の方針があらためて示されたた
め、与謝野町でも積極支給を行う。

補正予算で
追加する理由

　今回、新たに積極支給を行う対象児童が80名を超え（×50,000円給付）、現予算（扶
助費）では不足するため。

本事業の実施により期待さ
れる効果・成果

コロナ禍や世情不安定による物価高騰等により困窮する子育て世帯に対し、より積極的
な支援対応ができる。

事業内容

　食費等の物価高騰に直面した、低所得の子育て世帯（ひとり親世帯を除く）の生活基
盤の安定のため、低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金（児童ひ
とりあたり50,000円、10/10国庫補助）を支給する。対象者は令和４年度の同事業にお
いて給付対象となった方及び家計急変者であるが、家計急変者のうち令和５年度分の町
民税非課税者も対象とし積極支給を行う。

　予算議決後早急に支給案内を行い、10月中には支払完了予定。
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(単位：千円)

区分 拡充
予算書
ページ

19-20 担当課 子育て応援課 補正予算要求額

1,464
国　費

府　費

分野 （分野4）つながりで笑顔を未来につむぐまち その他

基本政策 （基本施策3）地域ぐるみの子育て力の向上 起　債

分野 一　財 1,464
基本政策 補正後予算額 4,137

予算 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉施設費

R3 決算 R4 決算 R5 当初予算 R5 現計予算

928 2,015 2,400 2,673

中事業名 キッズステーション事業

⑤ 令和５年度９月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

キッズステーションの拡充
（キッズステーション事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

　少子化が進む中、子どもたちの健全育成を目的とした地域における、遊び、学習、交流活
動など、児童が自由に利用できる安全・安心な居場所を整備し、併せて、公民館、空家など
多様な地域資源の活用や、NPO、地域住民等の連携協力などを含め、地域と行政が一体となっ
た子育て支援策の拡充・推進を行う。

補正予算で
追加する理由

　令和4年度実績見合いにより当初予算を計上したが、積極的な推進を行う中で、今年度から事業拡充と
なる団体や新規実施の団体が増え、予算が不足するため。

本事業の実施により期
待される効果・成果

　行政の事業として、手が届かない部分について、民間の発想を期待し、子育て支援を通じた地域の活
性化を、それぞれの考えのもとで実施している。
　学童保育事業、地域の自然を利用した体験事業、英会話教室等、それぞれ異なる分野での事業展開で
はあるが、地域における「こどもの居場所」としての役割は一定果たせているものと認識している。
　公民館、空家など地域資源の活用による地域活性化、防犯面での効果、また地域の事業者や中・高生
との連携等、事業へのプラス要素が生まれつつある。

事業内容

 小学生を対象とした地域における安心・安全な、遊び場、交流の場となる居場所を整備し、地域、団体
等の運営により子育て支援事業を実施する。

下記ステーションが稼働中

　岩屋キッズステーション（学校休暇期間　見守り）
　後野キッズステーション（毎週水曜　英会話教室）
　アドキッズステーション（月1回　体験型）
　キッズステーションにこちゃん（毎週月・水　見守り）拡充
　幾地キッズステーション（学校休暇期間　見守り）拡充
　キッズステーションひより（毎週月～金　見守り）拡充
　温江キッズステーション（毎週月～金　見守り）　新規
　四辻キッズステーション（学校休暇期間　見守り）新規
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(単位：千円)

区分 新規
予算書
ページ

19-20 担当課 保健課 補正予算要求額

4,164
国　費 4,164 新型コロナウイルスワクチン接種体制

確保事業費補助金

府　費 0

分野 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち その他 0
基本政策 （基本施策2）元気な体づくりの推進 起　債 0

分野 一　財 0
基本政策 補正後予算額 110,438

予算 款 衛生費 項 保健衛生費 目 予防費

R3 決算 R4 決算 R5 当初予算 R5 現計予算

188,420 148,687 49,762 106,274

中事業名 新型コロナウイルスワクチン接種事業

⑥ 令和５年度９月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

新型コロナウイルスワクチン個別接種促進事業の実施
（予防接種事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

  新型コロナウイルスワクチンの接種促進につなげるため、一定数以上の接種を行った個別
医療機関を支援する事業。
　令和4年度までは都道府県分事業であったが、国が令和5年度より市町村分事業(請求先が京
都府から医療機関が存在する市町村に変更)とした。

補正予算で
追加する理由

　事業の詳細（対象期間、単価等）が判明した時期が６月補正以降であったため、９月補正予算で
追加することとなった。

本事業の実施により期
待される効果・成果

　特別な体制（時間外、夜間）を組み個別接種を実施している個別医療機関を支援すること
ができる。また、新型コロナウイルスワクチン接種の促進にもつながる。

事業内容

　時間外、夜間又は休日にかかる接種体制を用意している医療機関であって、週100回以上の
接種を、令和5年5月1日から7月2日、7月3日から8月31日のそれぞれの期間中に4週間以上行っ
た場合、週100回以上の接種をした週における接種回数に対して回数当たり2,000円の報償費
を支払う。
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(単位：千円)

区分 -
予算書
ページ

21-22 担当課 農林環境課 補正予算要求額

6,200
国　費

府　費

分野 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち その他

基本政策 （基本施策2）農林業の振興 起　債

分野 一　財 6,200
基本政策 補正後予算額 45,423

予算 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業施設管理費

R3 決算 R4 決算 R5 当初予算 R5 現計予算

33,214 40,275 39,037 39,223

中事業名 有機物供給施設管理運営事業

⑦ 令和５年度９月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

有機物供給施設設備修繕工事の実施
（有機物供給施設管理運営事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

　有機物供給施設の肥料生産設備の一つである中間受槽（クッカー[乾燥・真空装置]で
処理した粉体の肥料を回転する羽で攪拌しながら冷却する設備）が経年の摩耗と腐食に
より、底に亀裂（穴）が開いており、４月中旬以降、応急処置により亀裂を塞ぎながら
運転している状況となっている。亀裂の拡大を防ぐためクッカーから中間受槽に肥料を
移す際、通常２回に分けて移す工程を、設備に掛る負荷を軽減するために現在は１０回
ほどの小分けで移しており、約５倍の作業量を要すためその間専従の人員を配置しなけ
ればならず、施設運営と肥料生産に支障が生じている。

補正予算で
追加する理由 当初予算編成時には見込めない修繕のため

本事業の実施により期
待される効果・成果

　当町の特色ある農業振興施策の中心である自然循環農業の推進には有機質肥料「京の
豆っこ」の安定供給が欠かせず、現状を放置すれば該当箇所の破損が進行し、肥料生産
が滞る可能性が高く農業振興施策の停滞につながるため、修繕を行うことにより、肥料
の安定生産を再開することでき、引き続き自然循環農業の推進を図ることが可能とな
る。

事業内容

　底板とともに劣化が認められる天板も合わせて鉄素材からステンレス素材に変更する
取替修繕工事を実施する。

有機物供給施設 修繕工事箇所

-12-



(単位：千円)

区分 -
予算書
ページ

23-26 担当課
農林環境課

建設課
補正予算要求額

12,488
国　費

府　費

分野 その他

基本政策 起　債

分野 一　財 12,488
基本政策 補正後予算額 13,745

予算 款 災害復旧費 項 ①農林水産施設災害復旧費
②公共土木施設災害復旧費 目

①農地災害復旧費
②林業用施設災害復旧費
③道路橋りょう災害復旧費
④河川災害復旧費

R3 決算 R4 決算 R5 当初予算 R5 現計予算

1,650 25,803 0 1,257

中事業名

①農地災害復旧事業
②林業用施設災害復旧事業
③土木施設災害復旧事業【道路】
④土木施設災害復旧事業【河川】

⑧ 令和５年度９月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

災害復旧事業
（①農地災害復旧事業　②林業用施設災害復旧事業
③道路橋りょう災害復旧事業　④河川災害復旧事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

　６月２９日～３０日、７月１３日～１４日に発生した集中豪雨により、農地、林
道、道路、河川で小規模な災害が多発したため、その復旧を行う。

【令和５年６月２９日～３０日豪雨:最大雨量】　
　堂谷橋観測所：１時間最大 17mm/h（6/29 17:00～18:00）
　　　　　　　　24時間最大 27mm/日（6/29 17:00～6/30 17:00）
　滝観測所：１時間最大 62mm/h（6/29 16:30～17:30）
　　　　　　24時間最大 74mm/日（6/29 17:00～6/30 17:00）
【令和５年７月１３日～１４日豪雨:最大雨量】　
　堂谷橋観測所：１時間最大 36mm/h（7/13 17:30～18:30）
　　　　　　　　24時間最大 106mm/日（7/13 5:00～7/14 5:00）
　滝観測所：１時間最大 34mm/h（7/13 17:50～18:50）
　　　　　　24時間最大 100mm/日（7/13 6:00～7/14 6:00）

補正予算で
追加する理由 突発的な災害への対応であり、補正予算に追加して実施する。

本事業の実施により期
待される効果・成果

事業内容

①農地災害復旧事業
　農地２か所の災害復旧　83.8万円
②林業用施設災害復旧事業
　林道１か所の災害復旧　50.0万円
③土木施設災害復旧事業【道路】
　町道７か所の陥没修繕、法面崩壊修繕、側溝修繕等　275.0万円
　町道８か所の側溝浚渫等　160.0万円
　町道２か所の災害復旧工事　160.0万円
④土木施設災害復旧事業【河川】
　準用河川、水路６か所の陥没修繕、護岸修繕　305.0万円
　水路・沈砂桝１０箇所の浚渫　215.0万円
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